
 

 

 

 

 
２９  ３０  1 ２  ３  ４  ５  
月  火  水  木  金  土  日  

  応援歌練習④ 
（45分授業） 

 

身 体 計 測 ・内 科 検 診 ・
歯 科 検 診 （ ６ ・７ 限 ）  

応 援 歌 練 習 ⑤  
（ 4 5分 授 業 ）  

憲法記念日  
PTA総会 （

授業日 ） 考
査発表  

みどりの日  こどもの日  
 

６  ７  ８  ９  １０  １１  １２  
月  火  水  木  金  土  日  

振替休日  

部活動停止

期間  

（ ～ 5/15）  

 検尿一次・二

次  

 

 

 QUアンケート   

 

 

 

１３  １４  １５  １ ６  １ ７  １ ８  １ ９  
月  火  水  木  金  土  日  

 1学期中間考

査① 

 

1学期中間考査② 1学期中間考

査③ 

防災避難訓練

（午後）  

総体総文壮行式 

（40分授業） 

 

  

２０  ２１  ２２  ２ ３  ２ ４  ２ ５  ２ ６  
月  火  水  木  金  土  日  

  高校総体  

（陸上～25日

・バドミントン～

26日）  

 

検尿二次  ポスター作成

講座  

 

  

２７ ２８  ２９  ３０  ３１  １  ２  
月 火  水  木  金  土  日  

40分授業  高校総体  

（～2日まで）  

  

 

  

 

１．保護者の皆様にお願いしたいこと   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．七尾高校の考査について 

 

 

 

 

 

１年学年通信 ＝保護者版  5月号＝  
七尾高校  第１学年 

令 和 ６ 年 ５ 月 ３ 日 

ご参加ありがとうございます ５月行事予定  

６月期末試験は5日間の予定！！ 

3年生の雄姿を見よう！！ 

6/3(月)代休（5/3分） 
6/4(火)球技大会 

●保護者の皆様に学年主任としてお願いしたいことを以下に７つ挙げさせていただきます。日頃
から多くのご協力をいただいてる中で恐縮ですが、家庭での過ごし方の参考にしていただけると
幸いです。 

 
１．家庭環境の整備（お子様が安心でき、話しやすく、集中できる環境をつくる）  
２．日頃からの会話（簡単な挨拶、学校でのことなど。軽い会話を積み重ねる）  
３．家事の分担（家庭に対して、何かしら責任を与える。簡単なことを、毎日できる）  
４．全員で「考える」（なぜ、をキーワードに、日頃から問いかける）  
５．辛抱強く「待つ」（心配してる、けど、言ってくれるの待ってるよ、というスタンス）  
６．「アイメッセージ」を意識した声掛け（押し付けるのでなく、自らの思いを伝える）  
７．結果とともに過程を振り返る（数字だけでなく、数字にできないところを振り返る）  

１．考査を欠席しないように、生徒の体調管理をよろしくお願いいたします。 
２．考査を欠席した場合、「考査欠席届」と「診断書のコピー」が必要です。  
３．考査では主に「知識・技能」「思考・判断・表現」の力を測ります。  
４．「主体的に学習に取り組む態度」は普段の授業態度や課題提出、ノートなどで測ります。  



３．4 月の活動様子  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．4 月を振り返って 

 

入学式  
 

部活動紹介  
 

学習オリエンテーション 
 

遠足  
 

学年集会  
 

数学オリンピックにチャレンジ 
 

ある1年生のクラスの授業導入として「試金石」のお話をしました。 
 
「試金石」とは金の品質を計るために用いられる石のことですが、生徒に対しては、金で

はなく宝石・金属に、例えてお話ししました。 
「中間考査を前に、今皆さんには課題や小テスト、予習に復習など、多くのやるべきこと

が提示されています。今、皆さんはこれらに対し、どのように対応するか、どう取り組むかが試
されています。時にはやることが非常に多く、くじけることもあったり、回避しようとすることもあ
るかもしれません。ですが、私が皆さんにお願いしたいのは、そんな試金石に試されるだけで
なく試金石に自らぶつかりに行こう。試してくる石を壊しに行くほど、前向きに取り組んでみ
ないか？」  
そんなお話をしました。もちろん、もう少し砕けた言い方ですが。  
 
ある生徒は、要領よく短い時間で、やるべきことに対しスマートに取り組みます。  
ある生徒は、実直に長い時間をかけて、やるべきことに対しどっしりと取り組みます。  
どちらの生徒も自らあった形で取り組むという点で素晴らしく、優劣はありません。 
 
違いを見るべきなのは、すべきことにどのような姿勢で取り組んでいるかです。 
いやいやでやっている生徒。力強く前向きに取り組む生徒。必ず違いがあるはずです。   
 
我々教員が保護者の皆様からお預かりしている生徒たちはみな、まさしく「原石」です。  
ダイヤモンドなのか、ルビーなのか、サファイアなのかは分かりませんが、全員にきらりと光

るところがあると感じています。 
そんな生徒を預かっている我々の責任は大きく、その成長が非常に楽しみでもあります。  
成長の基盤となる学校生活のキホンを身につけるための4月でした。 
5月からは、その素地を活かして、どんどん成長していってもらえればと思います。  


